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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築

港２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波

除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★港の労働者が夜空に平和のシュプレ（１２頁）。

「戦争法案反対」の波は更なるうねりを見せて

国会を怒涛の包囲。その党派を超えた連帯は、

先の都構想反対での市民の結束を彷彿させま

した。あの時の様に、廃案へ逆転は可能です！ 

★もう一つ逆転してほしいのが「区画整理記

念事業」ワーキング（１頁）。焦土から水害に強

い港区の土台を造った区画整理の歴史を区民

の心に留め、次世代が誇りを持ってこれからの

街づくりを進めていける拠り所となるような

施設を造ることがこの事業の趣旨。にもかか

わらず「区画整理の歴史展示を中心に」という

まっとうな声が脇へ押しやられ、「歴史展示は

最小限に」という意見まで出たのは如何なも

のか。メンバーの良識と奮起に期待します。 

★何とも味気ない写真になってしまいました。

港区の夏休み名物ともいえる「星を見る会」

（２５頁）。撮影は「個人が特定されないように」

と何度も念を押され、「前はこんなこと言われ

んかったのに…」とぼやきながらの取材。学校

の立場も分かりますけど、何か変ですね。 

★一方、同じ夏休みでも楽しく取材できたのが

市岡下水処理場「夏休み子供教室」（２６頁）。橋

下市政で維持管理が民間委託され、そこへ派

遣される形になった職員さんですが、そんな

仕打ちにめげず奮闘する姿に拍手喝采！ 
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